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Ⅶ
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平成13年度予算－2

｢ｻﾙき'やるき'力'力囎伽るまち｣を目胤て“

みんなのひろば 8

情報宅配便 12

○無料の法律相談を開きます

○マル福制度(医療福祉制度)が一部改正されました



『げんき･やるき・

かがやきのあるま

を目指して…

平成13年度予算13年度

新
し
い
世
紀
の
幕
開
け
と
な
る
平
成
一
三
年
度
予
算
が
、
三
月
一
二
日
伽

の
第
一
回
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
で
は
前
年
比

二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
減
と
い
う
厳
し
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
第
三
次
高
萩
市
総
合
計
画
の
初
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。
平

成
二
二
年
度
を
目
標
年
次
と
し
た
こ
の
計
画
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
像
は
『
げ
ん
き
・
や
る
き
・
か
が
や
き
の
あ
る
ま
ち
～
高
萩
～
』
。

そ
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
予
算
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
今
年
度
予
算
の
概
要
と
例
年
に
な
く
厳
し
い
財
政
事
情

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ち』

溌
禰
鰐
悩
む

歳
入
に
は
、
ま
ず
み
な
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
市
税
が
あ
り
ま

す
。
市
税
に
は
市
民
税
や
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
が
あ
り
、
今

年
度
は
歳
入
総
額
の
三
八
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か
し

》

を
歳
出
と
い
っ
て
経
理
し
ま
す
。

ま
た
、
市
の
会
計
に
は
大
き
く
分
け
て

般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
三
つ

あ
り
ま
す
。

い
て
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
予
算
の
期
間
は
四

月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
一
年
間
で
、
市
に

入
っ
て
く
る
お
金
を
歳
入
、
使
わ
れ
る
お
金

市
の
行
う
仕
事
は
、
す
べ
て
予
算
に
基
づ 蕊

灘蕊
蕊

力 3

8億5,872万

6億4.060万

２
４
７
５
１
く
円
円

一
Ｊ
｜
』

、 N他

１

な
が
ら
市
税
収
入
は
年
々
伸
び
悩
み
の
傾
向

に
あ
り
、
予
算
額
で
は
前
年
度
に
比
べ
わ
ず

か
約
四
千
八
百
万
円
の
増
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
歳
入
に
は
各
基
金
か
ら
の

繰
入
金
、
諸
収
入
や
財
産
収
入
、
使
用
料
・

手
数
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
繰
入

金
で
は
前
年
度
よ
り
約
一
億
七
千
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
歳
入
不
足
に

対
応
す
る
た
め
に
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

市
が
独
自
で
集
め
る
こ
と
の
で
き
る
こ
れ

ら
の
お
金
の
こ
と
を
自
主
財
源
と
い
い
、
行

政
活
動
の
自
主
性
と
安
定
性
を
確
保
す
る
一

つ
の
尺
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
自
主
財
源
と
は
反
対
に
、
国
や
県

か
ら
の
交
付
金
を
依
存
財
源
と
い
い
ま
す
。

今
年
度
予
算
で
は
地
方
交
付
税
が
三
三
億
六

百
万
円
で
、
歳
入
全
体
の
二
七
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
、
次
い
で
国
・
県
支
出
金
、
市

債
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〆国倶支出金
12億6,768万円

=L12gl&1一一一

謹鳶

蕊謹
塗き§､E3＆

ヨ ニ

地方交付税
33億600万円

露
’

蕊急㈲
｛頬9%),↑億2,018万円蕊識蕊蓋

蕊鍾蕊講蔦鱗鐸蕊議､豊

琴5巻輝9%)

こ
れ
ら
の
自
主
財
源
と
依
存
財
源
を
合
わ

せ
た
総
額
二
九
億
二
千
五
百
万
円
が
、
今

年
度
の
一
般
会
計
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

｛
〉
耐
》
重
点
的
・
効
果
的
に
配
分

歳
入
が
決
ま
れ
ば
そ
の
財
源
を
配
分
し
、

い
か
に
有
効
に
使
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
前
年
度
に
続
い
て
税
収
面
で

の
増
収
を
多
く
見
込
め
な
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
福
祉
や
教
育
の
充
実
を
は
じ
め
都

市
基
盤
整
備
な
ど
市
民
生
活
に
密
着
し
た
事

業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
昨
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
介
護
保
険
な
ど
新
し
い
行
政
需
要
に

も
対
応
し
た
予
算
の
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

具
体
的
な
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
事
務
・
事
業
に
つ
い
て
抜
本
的

な
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
新
規
事
業
に

つ
い
て
は
必
要
性
や
緊
急
性
、
事
業
効
果
な

ど
を
徹
底
的
に
検
討
し
な
が
ら
重
点
的
・
効

果
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

万
１
７
％
弱
６
億
〃
９

民生費
24億5,654万円
(20.6%)

鴬誰

錨
_=言=言二三:：

土木費
17億6,037万円
（148％)

澪零驚
14

、

篭

蝉

…
灘諜

’
教育費
17億1 ,465万円
（14.4％）

司 蕊蕊
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7
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
取
り
組
み
を
現
す
『
第
三
次
高
萩
市
総
合
計
画
』
に
示

さ
れ
た
六
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
今
年
度
の
主
要
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

口
乳
幼
児
医
療
費
▼
６
０
４
万
円

３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
医
療
費
無
料
化
に

向
け
た
助
成
を
行
い
ま
す
。

口
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
経
費

４
５
０
万
円
▼
身
体
障
害
者
や
難
病
の

人
な
ど
を
地
域
で
見
守
り
支
え
合
う
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
高
齢
者
生
き
が
い
対
策
経
費

２
，
１
４
４
万
円
▼
「
高
齢
者
を
囲
む

健
康
で
や
す
ら
か
な
ま
ち

地
域
福
祉
や
保
健
・
医
療
の
充
実
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

快
適
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

溝~f＝ず

；§賎…＃

蕊
会計別の平悶13年度予算※( ）は前年比の伸び率

一般会計 119億2,500万円（△22)

特別会計 74億860万円 (88)
口国民健康保険事業 22億500万円 (1 . 1)

口老人保健事業 36億8,000万円 (64)

口町西側土地区画轄理事業 7,040万円(423.5)

口公共用地先行取得事業 1,620万円 (41.8)

口介護保険事業 10億8, 100万円 (2.0)

口霊園事業 3億5,600万円 （皆増）

企業会計 11億3,010万円
口水道事業 9億9,480万円

口工業用水道事業 1億3,530万円

三
世
代
の
集
い
」
や
情
報
通
信
技
術
講
習

会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

口
介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業
経
費

１
，
７
０
１
万
円
▼
配
食
・
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
、
軽
度
生
活
援
助
事
業
、
生
き
が

い
活
動
支
援
通
所
事
業
等
を
行
い
ま
す
。

■
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
経
費

１
億
４
９
８
万
円
▼
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
運
営
等
に
要
す
る
経
費
で
す
。

ー

戸
一
一
二
一
一
二

三
一
二
二
テ
ニ

204億6,370万円合計

市
で
は
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
事
業
や

介
護
保
険
事
業
な
ど
五
つ
の
特
別
会
計
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
新
た
に
霊
園

事
業
が
加
わ
り
、
合
わ
せ
て
六
つ
の
特
別
会

計
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
霊
園
事
業
に
は
三

億
五
千
六
百
万
円
が
計
上
さ
れ
た
た
め
、
特

別
会
計
全
体
で
は
前
年
比
で
八
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

市
が
行
う
事
業
の
中
で
企
業
的
な
性
格
を

持
つ
事
業
に
設
け
て
い
る
会
計
で
、
水
道
事
業

と
工
業
用
水
道
事
業
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

口
霊
園
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

２
，
６
６
０
万
円
▼
霊
園
を
整
備
す
る

た
め
の
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
で
す
。

口
市
営
住
宅
改
修
経
費
３
，
８
４
５
万
円

▼
高
浜
市
営
住
宅
の
防
水
工
事
、
外
壁
・

給
水
施
設
改
修
の
た
め
の
経
費
で
す
。

■
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
負
担
金

川
億
５
，
８
５
７
万
円
▼
十
王
町
と
取

り
組
ん
で
い
る
斎
場
の
管
理
運
営
や
し

三

一
自
然
と
共
生
す
る
安
全
な
ま
ち

上
下
水
道
や
市
営
住
宅
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
消
防
・
防
災
機

能
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

＊
金
額
は
、
千
円
単
位
を
四
捨
五
入

口
印
は
、
今
年
度
の
新
し
い
事
業

ー

予算の用語解説

尿
・
じ
ん
芥
処
理
事
業
、
消
防
関
係
事
業

の
負
担
金
で
す
。

■
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合
負
担
金

８
億
７
，
５
１
４
万
円
▼
日
立
市
、
十
王

町
と
取
り
組
ん
で
い
る
下
水
道
整
備
事
業

の
負
担
金
で
す
。

口
消
防
分
団
詰
所
整
備
事
業

１
，
５
３
１
万
円
▼
横
川
地
区
の
分
団

詰
所
の
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

■地方交付税〃

国から市に交付されるお金のことです。全国の自治

体では税金の収入などがそれぞれに違うため､自治体

だけの収入で施策を行おうとすると、自治体間に大き

な格差が出でしまいます｡そのような格差を一定の水
準でとどめるために設けられたのが地方交付税です。

■市債

簡単にいえば、市の借金です。自治体が事業を行う

にあたって臨時的に多額の出費が生じたり、将来の市

民にも経費を払ってもらうこどが､かえっを碑と考
えられる場合に市債を用いることができます。
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■
水
田
農
業
経
営
確
立
対
策
経
費

２
，
５
１
５
万
円
▼
集
団
転
作
に
取
り

組
ん
で
い
る
農
家
等
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業

６
，
４
３
３
万
円
▼
花
貫
直
売
所
の
隣
接

地
に
花
貫
物
産
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

■
農
道
整
備
事
業
１
，
７
９
８
万
円

▼
広
域
農
道
や
ふ
る
さ
と
農
道
を
整
備
し

ま
す
。

■
林
道
整
備
事
業
２
億
７
，
８
３
１
万
円

▼
林
道
烏
曽
根
線
、
杉
内
線
の
開
設
と
大

荷
田
線
の
舗
装
を
行
い
ま
す
。

口
商
店
街
環
境
整
備
事
業
費
補
助
金

１
，
３
１
０
万
円
《
▼
高
浜
町
商
店
街
の

口
国
土
調
査
土
地
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
経
費

３
２
８
万
円
▼
地
籍
調
査
の
成
果
を
瞬

時
に
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

口
都
市
計
画
道
路
整
備
事
業

８
０
７
万
円
▼
都
市
計
画
道
路
３
．
４

・
１
号
安
良
川
下
手
綱
線
ほ
か
一
路
線
の

整
備
に
向
け
た
測
量
等
を
行
い
ま
す
。

■
道
路
改
良
・
舗
装
・
側
溝
排
水
路
整
備
事
業

１
億
２
，
６
０
８
万
円
▼
道
路
改
良
は

字 三

農
業
や
林
業
、
商
業
に
携
わ
る
み
な
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

適
正
な
土
地
利
用
や
道
路
・
河
川
の
改
修
を
計
画
的
に
進
め
な
が
ら
、
快
適
な

都
市
空
間
の
創
出
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
い
快
適
な
ま
ち

２
０
０
万
円
▼
駅
前
通
り
の
活
性
化
に

向
け
た
事
業
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

□
（
仮
称
）
歴
史
と
文
化
の
里
づ
く
り
基
本
構

想
作
成
経
費
２
１
５
万
円
▼
松
岡
地

区
の
総
合
的
な
振
興
策
に
つ
い
て
の
調
査

街
路
灯
を
整
備
し
ま
す
。

■
高
萩
市
商
店
会
活
性
化
補
助
金

９
路
線
、
舗
装
は
Ｉ
路
線
、
側
溝
排
水
路
に

つ
い
て
は
３
路
線
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

口
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

８
，
４
７
３
万
円
▼
前
年
度
か
ら
引
き

続
く
１
路
線
の
歩
道
整
備
と
新
た
に
ｌ
路

線
の
整
備
に
向
け
た
測
量
等
を
行
い
ま
す
。

□
Ｊ
Ｒ
高
萩
駅
自
由
通
路
整
備
基
本
構
想
策
定
料

１
，
０
０
０
万
円
▼
中
央
跨
線
橋
の
整

備
に
向
け
た
調
査
を
行
い
ま
す
。

を
行
い
ま
す
。

飾
↑
識

罎
蹄一

… ←も雪雲謹言

雨戸

}硴貢物産センターの
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口
財
務
会
計
Ｃ
／
Ｓ
シ
ス
テ
ム
経
費

１
，
３
２
３
万
円
▼
財
務
会
計
の
迅
速

な
処
理
を
進
め
ま
す
。

口
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

経
費
４
３
４
万
円
▼
居
住
地
外
で
住

民
票
を
取
得
で
き
る
よ
う
な
体
制
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

（

》

援
し
ま
す
。

口
学
校
施
設
整
備
事
業

６
，
５
９
７
万
円
▼
学
校
に
洋
式
ト
イ

を
設
置
す
る
ほ
か
、
高
萩
小
学
校
体
育
館

と
東
小
学
校
プ
ー
ル
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

■
穂
積
家
住
宅
保
存
整
備
事
業
行
～
望
羅
鐘

口
適
応
指
導
教
室
設
置
経
費
２
３
４
万
円

▼
学
校
で
の
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
問

題
に
対
応
す
る
指
導
室
を
設
置
し
ま
す
。

■
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活
用
調
査
研
究

事
業
２
２
８
万
円
▼
中
学
校
で
の
い

じ
め
や
不
登
校
の
ほ
か
、
心
の
悩
み
を
相

談
す
る
専
門
の
相
談
貝
を
高
萩
中
学
校
と

秋
山
中
学
校
に
配
置
し
ま
す
。

口
中
学
生
社
会
体
験
・
ふ
る
さ
と
発
見
事
業

中
学
生
社
会
体
験
・
ふ
る
さ
と
発
見
事
業

⑤ 5５
３
万
円
▼
中
学
生
の
社
会
体
験
活
動

や
小
学
生
の
ふ
る
さ
と
再
発
見
活
動
を
支

新
し
い
行
政
需
要
に
対
応
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
取
り
組
み
や
行
政

改
革
を
進
め
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

市
民
と
行
政
が
支
え
る
ま
ち

時
代
を
担
う
心
身
と
も
に
健
康
で
創
造
性
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
を
育
む
学
校

教
育
や
、
生
涯
学
習
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

心
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち

口
市
土
地
開
発
公
社
経
営
支
援
経
費

３
億
８
８
５
万
円
▼
市
土
地
開
発
公
社

の
経
営
健
全
化
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

口
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
費
補
助
金

１
８
０
万
円
▼
秋
山
下
お
は
や
し
保
存

会
に
太
鼓
等
の
備
品
を
整
備
し
ま
す
。

２
億
２
，
４
４
１
万
円
▼
穂
積
家
住
宅

の
保
存
・
環
境
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

口
情
報
通
信
技
術
講
習
推
進
経
費

９
０
８
万
円
▼
生
涯
学
習
施
設
等
で
パ

ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
操
作
を
学

ぶ
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

口
社
会
教
育
施
設
整
備
事
業

２
２
５
万
円
▼
中
央
公
民
館
の
和
室
な

ど
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

｜
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現
在
の
地
方
自
治
体
財
政
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
等
に
よ
り
税
収
入
が
落
ち
込
む
一

方
で
、
国
の
景
気
対
策
に
よ
る
地
方
債
の
大
量
発
行
に
伴
う
償
還
金
の
増
加
や
減
税
の
実

施
な
ど
に
よ
り
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

県
に
お
い
て
も
県
税
収
入
の
伸
び
が
見
込
め
な
い
中
で
、
こ
の
財
源
不
足
に
対
し
て
一

般
財
源
基
金
の
ほ
ぼ
全
額
を
取
り
崩
す
と
と
も
に
、
職
員
の
給
与
削
減
を
前
年
度
に
引
き

続
い
て
実
施
す
る
な
ど
、
厳
し
い
内
容
の
予
算
編
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

歳
出
に
は
、
人
件
費
や
借
入
金
の
返
済

（
公
債
費
の
償
還
）
な
ど
ど
う
し
て
も
支
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
的
経
費
と
、
道
路

整
備
や
義
務
教
育
施
設
整
備
な
ど
に
支
出
す

る
投
資
的
経
費
が
あ
り
ま
す
。
年
々
、
義
務

的
経
費
が
増
え
続
け
て
い
る
中
、
平
成
二

年
度
以
降
は
投
資
的
経
費
へ
充
て
る
財
源
が

不
足
し
、
事
業
な
ど
が
急
激
に
減
少
し
て
い

る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
（
図
ｌ
）
。

こ
の
よ
う
に
義
務
的
経
費
が
確
実
に
増
え

額
に
な
っ
て
い
ま
す
、

こ
の
財
政
事
情
は
本
市
に
お
い
て
も
例
外

で
は
な
く
、
歳
入
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
市

税
は
平
成
九
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）
。
市
税
の
平
成

一
二
年
度
の
決
算
見
込
額
は
四
五
億
七
千
九

百
万
円
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
金
額
は
平
成

八
年
度
決
算
額
と
ほ
ぼ
同
額
と
い
う
低
い
金

篝 市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
０

糠

鰄溌＃
謹碍垂》一審

続
け
る
こ
と
は
、
財
政
の
硬
直
化
を
招
く
原

因
と
も
な
り
ま
す
。
こ
の
硬
直
化
の
度
合
い

を
見
る
指
標
が
経
常
収
支
比
率
と
い
わ
れ
る

も
の
で
、
本
市
の
数
値
は
平
成
一
一
年
度
決

算
で
八
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
毎

年
恒
常
的
に
入
っ
て
く
る
収
入
の
八
割
以
上

が
義
務
的
経
費
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
借
入
金
で
あ
る
市
債

に
つ
い
て
は
、
国
の
数
次
に
わ
た
る

経
済
対
策
事
業
へ
の
取
り
組
み
や
減

税
補
て
ん
債
の
発
行
な
ど
に
よ
り
、

平
成
一
二
度
に
は
約
一
六
億
九
千
五

百
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の

結
果
、
図
２
が
示
す
よ
う
に
市
債
現

在
高
見
込
み
額
は
一
三
七
億
四
千
六

百
万
円
と
な
り
、
今
年
度
の
一
般
会

計
当
初
予
算
額
を
上
回
る
多
額
の
借

入
金
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

増

ー

[図1 ］市税収入と投資的経費の推移
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市
に
は
、
一
般
の
家
庭
で
は
定
期
預
金
に

あ
た
る
基
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
的
確
な
財

政
運
営
を
行
う
た
め
に
積
み
立
て
て
い
る
も

の
で
、
財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
、
地
域

振
興
基
金
な
ど
九
つ
の
基
金
が
あ
り
ま
す
。

平
成
一
二
年
度
末
の
こ
れ
ら
の
残
高
合
計
は

約
一
二
億
八
千
九
百
万
円
で
、
平
成
一
○
年

度
末
と
比
較
し
て
三
億
二
千
八
百
万
円
の
減

と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
急
激
な
減
少
は
、

市
税
収
入
な
ど
の
一
般
財
源
が
伸
び
な
い
中

で
、
一
定
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た

め
に
基
金
か
ら
の
繰
入
を
行
っ
た
た
め
で
、

こ
れ
も
ま
も
な
く
限
界
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

…
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[表1］ 』基金残高の推移

13年度i凱)■''1年度↑;! " ,'2年度“
14"400万円：12f8,900万円

(△10])I (411 .3)

平成10年度
寺 P品 . 乱

16"1,700万円

§ (200)

二一二二皇

金額

(癖%）

12:5,200万円

（△2.9）

師
罐
》
轌
雪
化
を
目
鑪
診
挿
痩
趣
軍
の
準
瞳
こ
の
た
め
市
で
は
、
平
成
一
○
年
度
か
ら

県
内
他
市
に
さ
き
が
け
、
市
長
な
ど
四
役
の

給
料
を
は
じ
め
管
理
職
手
当
や
時
間
外
勤
務

手
当
な
ど
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
経
費
で
は
、
旅
費
支
給
の
見
直

し
や
事
務
経
費
の
削
減
な
ど
の
行
財
政
改
革

に
積
極
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
財
源
の
確
保

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
へ

の
対
策
や
間
近
に
迫
っ
て
い
る
ご
み
処
理
施

設
建
設
、
下
水
道
の
整
備
、
総
合
病
院
移
転

の
誘
致
な
ど
、
今
後
多
額
の
経
費
を
必
要
と

す
る
事
業
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
こ
の
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
を
打

破
す
る
た
め
に
、
現
在
、
新
た
な
高
萩
市
行
政

改
革
大
綱
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。
行

政
改
革
の
積
極
的
な
推
進
を
柱
と
す
る
こ
の

大
綱
に
基
づ
き
、
市
財
政
の
健
全
化
を
図
り

な
が
ら
、
教
育
や
福
祉
・
医
療
の
充
実
、
道
路

や
下
水
道
の
整
備
な
ど
快
適
な
市
民
生
活
へ

向
け
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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